
i-都市交流会議2026

津波浸水レベルの可視化
～緊急避難場所機能を兼ねる小学校整備～

岩手県久慈市 学校建設推進室
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岩手県久慈市 学校建設推進室
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１.岩手県久慈市の概要
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岩手県久慈市の概要と地震・津波災害

久慈市は、岩手県北東部の沿岸に位置し、東側は太平洋に面した海岸段丘が連
なり、西側は遠島山など標高1,000m以上の山嶺を有する北上高地の北東部にあ
たる。
当市では過去から現在にかけ、様々な地震・津波による被災を受けてきた。

【久慈市の地震・津波被災歴】

人口：30,630人
(R7.11月末時点)

面積：623.50k㎡
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２-1.久慈市の地震・津波災害（１）
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東日本大震災の被害状況

【津波の浸水範囲】

【津波の状況写真】2011年3月11日

【被害概要】
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２-2.久慈市の地震・津波災害（２）
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岩手県久慈市における地震・津波想定

令和４年９月に岩手県が公表した「岩手県地震・津波被害想定調査報告書」において、
『日本海溝・千島海溝でM9クラスの地震』が発生した場合、下表のとおりの被害が想定
されている。
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３.久慈湊小学校移転改築事業の概要
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【久慈市立久慈湊小学校移転改築事業】
現校舎は築60年以上が経過し、著しく老朽化が進行しているほか、日本海溝・千島海溝でM9.0の地震
が発生した場合における津波浸水想定区域に立地している。

そのため、①自然災害等に対する安全確保、②児童等の教育環境の改善を図る必要がある。また、現
校舎周辺には津波避難困難地域が存在しており、その解消にもつながる施設として整備を進めている。

新校舎

【事業概要】
○開校予定 令和９年４月
○事業期間 令和４～９年度
○総事業費 4,450,000,000円
○構造・規模 RC造一部鉄骨造５階建て
○主要用途 １階：玄関・ピロティ

２～４階：普通教室、特別教室、体育館等
５階/屋上：緊急避難場所、備蓄倉庫等

現校舎

避難困難地域

【津波の浸水想定区域と位置図】

現校舎

新校舎

【校舎外観(完成パース)】

補注：Image©2025 Airbus Google Earth
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４-1.可視化[久慈市内]
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久慈市内における津波浸水レベルと建物高さの関係
久慈市内における津波浸水レベルと建物高さの関係について可視化する。

赤：10m以上の建物
白：10m未満の建物

JR久慈駅

現久慈湊小学校

補注：Image©2025 Airbus Google Earth

久慈市の中心部は5～10mの浸水レベルであるのに対し、10mを超える建物は数える程度であり、大部分が津波による

被災を受ける。また、緊急時に垂直避難を可能とする建物もごくわずかであり、緊急避難に資する施設が求められるも
のと考えられる。

久慈市役所

[使用データ]

○久慈市ハザードマップ
○都市計画基礎調査

(建物高さ)

○国土数値情報
(小学校区データ)

久慈湊小学区
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４-２.可視化[久慈湊小学校区]
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久慈湊小学校における浸水深と建物高さ

H=19.8m

(G.L.+22.0m程度)

基準水位G.L.+8.30

久慈湊小学校学区内において10m以上の建物はいずれも病院であり、院内の垂直避難が優先される

ことが想定されるため、垂直避難が可能な建物は無いに等しい。また、久慈湊小学区は全域が被災す
ることが明らかである。

現在進めている久慈湊小学校の移転改築事業は、老朽化対策はもとより、①児童の避難時間の短縮、
②学区内の一部避難困難地域のための垂直避難施設としての活用が期待できることがわかる。

新久慈湊小学校

現久慈湊小学校

久慈湊小学区

[使用データ]

○久慈市ハザードマップ
○都市計画基礎調査

(建物高さ)

○国土数値情報
(小学校区データ)

避難場所

避難困難地域

補注：Image©2025 Airbus Google Earth
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岩手県久慈市
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都市の紹介

海の見えるダム

黒川紀章設計の
文化会館

広域4市町村の道の駅イシツブテ公園【アクセス】
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